
令和3年度　森林環境譲与税の使途の公表

(A)+(B)

(A)うち令和
3年度の森林
環境譲与税
（千円）

(B)うち他の
財源（千

円）

⑯ その他（木材・普及啓発
関係）

育樹業務 297 297
過去に町民植樹祭を開催し植栽した箇所に
おいて、「保育・景観」の観点から「下
刈」を実施。

下刈　A=1.00ha

⑯ その他（木材・普及啓発
関係）

木育教室等の開催
業務

134 134
町内の子どもたちに林業体験並びに木材を
使った木工作などを経て木に触れてもらう
体験教室を開催。

10月23日開催　参加者　30名

⑯ その他（木材・普及啓発
関係）

木材利用促進事業 240 240
子どもの生まれた家庭に対して道産材を使
用したフォトフレームと木製の椅子を贈
呈。

出生数34名

⑦ その他（森林整備） 森林情報更新業務 224 224
GISシステムの更新業務並びに北海道のク
ラウドシステムの使用料。

⑧ 担い手確保
森林整備担い手対
策推進業務

50 50
林業への就業を志す人への支援を実施す
る。

⑦ その他（森林整備）
森林整備等策定業
務

2,805 2,805

私有林における伐採等に関して伐採地の確
認や今後行う予定の造林・保育等の森林整
備についての助言及び指導等の業務を一部
委託。
町有林管理等の業務を一部委託。

⑬ 木造公共建築物の整備等 木柵改修工事 9,086 9,086
900草原パークゴルフ場の駐車場等老朽化
した外周柵を地場産木材で改修を行う。

199ｍ実施

③ 私有林整備 私有林整備事業 860 860
私有林における伐採跡地への造林を推進す
るため、植栽後の保育事業までの支援を実
施する。

21.59ha実施

合　　計 13,696 13,696 0

【ワンフレーズ】
税活用により、普及啓発として木育体験教
室の開催や、生まれた子供に対する道産材
を使用したフォトフレームや木製椅子など
を提供することができた。
また、道産材を使用して木柵の改修を行う
ことができた。

【詳細】
本税を普及啓発及び道産木材の利用など町
内のより多くの方に木と触れ合ってもらう
ことができた。
具体的には、木育体験教室（参加総数30
名）を行うことで小学生のうちから木の大
切さを学んだり、活用方法を模索したりと
気に対する知識を養うことにつながった。
また、生まれた子供に対するフォトフレー
ムと木製椅子の配布については、あえて未
完成の品を提供することで大人の木育に対
する考え方や子供の成長に携わることがで
きた。令和３年度の出生数は３４名をなっ
ており、令和４年度も３０名程度の出生が
見込まれる。
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